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1. ジョージア工科大学での研究活動 

 ジョージア工科大学では myoblast(筋肉を作る細胞)を用いてミトコンドリアの品質につ
いての研究を行いました。ミトコンドリアは細胞内において、生命活動に必要なエネルギー
の大部分を生産している細胞小器官です。筋肉の再生は多くのエネルギーを必要とするプ
ロセスなので、筋肉再生に関わる細胞（myoblast など）では、ミトコンドリアを高品質（健
康）の状態に保つ必要があると考えられます。今回の研究では、酸化ストレスが、myoblast
のミトコンドリアへ与える影響と、筋肉再生に与える影響を調べました。また、これらの酸
化ストレスを受けた細胞が他の細胞とのコミュニケーションによって回復するかどうか
（品質管理のメカニズム）を調べました。結果、酸化ストレスがミトコンドリアの形態、機
能に与える影響、筋肉の再生に与える影響を定量することができました。しかし、ストレス
を受けたミトコンドリアを持つ細胞の回復機構（品質管理）の存在を示唆するデータは得る
ことができませんでした。 
滞在期間がもう少し長ければ、この品質管理のメカニズムの探索にもっと時間をかけて

挑戦したかったです。例えば、損傷ミトコンドリアを持つ myoblast には、他種類の細胞に
よって健康なミトコンドリアが供給されているかも知れません（他細胞によるレスキュー）。
また逆に、このような不健康な myoblast は選択的に排除され、筋肉の全体的な品質の向上
を図るようなメカニズムがあるかもしれません。このようなことを調べるため、様々な細胞
や生理条件を用いた実験を考えていましたが、今回は残念ながら時間切れでした。 

 
Fig1 myoblast 内のミトコンドリア(緑)  Fig2 myotube(骨格筋の構成要素) 
 

2. 研究活動, 学生生活における日米の違い 

 研究設備の充実度や実験室での安全対策などでは特に違いは感じられませんでしたが、



各ラボ同士の物理的距離が近く、顕微鏡や培養部屋などは共有のものも多いという特徴が
ありました。しかし、研究に対する姿勢や積極性にはかなり違いがあると感じました。例え
ば、ジョージア工科大の研究室では日本の所属大学に比べ、はっきりした目的意識をもって
研究をしている方々が多かったと思います。日本の大学では、なんとなく修士課程に進学し
卒業する学生が多い印象ですが、ジョージア工科大のラボでは PhD 取得を目指す学生や、
学部卒業時に既にポスドクに行くと考えている学生、卒業後は medical school に進学した
いと考えている学生が多く、各々の目標のため、さまざまな活動（研究含む）を積極的に行
っている方が多かったように思います。また、学生に早くから研究をすることが大学から推
奨されており、学部 1 年時から教授に頼んで研究活動をさせてもらう学生や、大学院進学
までの長期休みを利用し、テクニシャンとしてラボで研究に参加している学生とも多く出
会いました。このように、「研究は何年生から」というような決まりがあるわけではなく、
個人の都合でやりたい人は好きな期間に研究するという個人主義的な一面も見られたと思
います。これらの点から、米国での研究に対する姿勢や積極度は、日本より強いのではない
かと感じました。 
その他、大きな違いは人種の多様性であり、ホストラボではアメリカ以外にも、韓国、中

国、インドなどアジア出身の方も多く、日本の大学では珍しい国際性豊かな環境でした。ま
た、大学全体にチーム感があるように感じました。例えば大学名やロゴ入りの服を着ている
学生がとても多いことや、スポーツや大学代表チームの応援が盛んだったのが印象的です。 

3. 米国での生活面について 

 治安が悪いと有名だったので少し不安でしたが、特に身の危険を感じたことはなかった
です。夜間は一人で歩かない等、対策をしっかりしていれば問題はないと思います。ホーム
レスが多いのも印象的でしたが、特にいざこざは起きませんでした。その他、注意していた
のは横断歩道を渡るときで、渡っている途中でも車はなかなか止まってくれませんでした。 
最も困ったのは洗濯で、ホテルの洗濯機の多くが壊れていたこと、洗濯機を使うのに 25

セント硬貨が７枚もいることにとても苦労しました。その他、食器の一部がない、ルームク
リーニングがなかなか来ないなど、日本のサービスに慣れていると少し困ることもありま

したが、致命的な問題はありませんでした。ポ
ジティブに考えれば、少々適当なことがあって
も気にしないというおおらかさがあると捉え
ることもでき、日本にくらべ窮屈でなくて良い
と感じる人もいると思います。 
 食事は７割ぐらいメキシカンだったと思い
ます。６週間しかいないので、できるだけアメ
リカ的な生活をしようとハンバーガーやタコ
スを多く食べ、日本食はほとんど食べなかった

Fig３アメリカンなクッキー 



です。安くておいしいクッキーやアイスも大量に購入しました。友人と外食に行くことも多
く、地元のレストランへもよく行きました。 
 

4. 本プログラムの参加意義について 

 米国での研究生活はとても刺激的で憧れるものがあり、海外の大学院進学の思いが強ま
りました。今回のインターンを通して、アメリカのラボで本格的な研究生活を送ることがど
んなものかを具体的にイメージすることができたのが大きかったと思います。渡米前はア
メリカでの PhD課程進学や海外でのポスドクには漠然とした憧れや不安を感じていました
が、実際に研究を進めることや、アメリカでポスドクをしている方や、PhD から Georgia 
Tech に入学した方と知り合うことで、米国での研究生活についてのより具体的なイメージ
が固まりました。ただ、英語の実力不足もあり、研究を上手く進めるのはメンターの手助け
がないとなかなか難しいことも分かりました。したがって、日本で研究のノウハウをある程
度身につけた後、海外での PhD、ポスドクに挑戦しようというのが現時点での計画です。 
 また、私のホストラボでは医学と理学の両方に深く関わる研究テーマを扱っていたため、
基礎研究をしていても、再生医療に関わる問題など、医学的/応用的な側面についてディス
カッションすることが多かったです。これは、理学部所属の私にとっては新鮮な経験で、基
礎と応用の繋がりに直接関わることができ、意義深いものでした。日本の所属研究室とは異
なった領域について研究できることも、本プログラムの意義の一つだと思います。 
 また、インターンを通して、人脈を大いに広げることができました。アメリカの大学に知
り合いを作ること難しいと思いますが、このプログラムはそれを実現させてもらえるので、
大変ありがたいです。ジョージア工科大学で知り合った友達やメンターとは、帰国後も連絡
を取っており、これからも交流を続けていくつもりです。メンターには日本での卒業研究で
上手くいかない実験について相談したりもしています。個別に見学させていただいた Dr. 
Ratcliff lab(多細胞生物の進化実験をしている)のメンバーとも仲良くなり、彼らの研究や私
の卒業研究についてもディスカッションできたのでとても刺激的な経験になりました。ま
た、米国大学の PI、研究者と知り合いになることは、海外大学院進学（複数の推薦書が必
要）の際にとても有利になると思います。ホストラボの PI には推薦書が必要なときは書い
てくれると言っていただけたので、とても感謝しています。最後に、一緒に渡米した Fellows
の皆さんと出会えたことはとても貴重でした。個性的で優秀なメンバーがそろっており、所
属大学に留まっていては絶対もらえないような刺激をもらうことができました。 
 

５. その他 

 今回のインターンは、コロナウイルスの影響で半年延期され、選考が決まってから約１年
後の渡米になりました。１年間、中谷財団、ジョージア工科大学、名古屋大学の皆様にはと



てもお世話になりました。大変ありがとうございました。特に、オンラインリサーチや VISA
取得を含め、プログラム全体を通して柔軟にサポートしていただいた中谷財団の小川研之
さんに深く感謝申し上げます。 

 

 


